ガイダンス
１

本日の課題
①高津LCは何なのか？
②課題研究はなぜ必要なのか？
③高津高校では課題研究をどのように学ぶのか？

１．LCとは
	LC
	高津LC

	
	




２．課題研究とは？
　　自分の進路や興味・関心を社会・学術の諸問題と関連させ、取り組む課題を見出し、先人たちが行った研究の業績をふまえたうえで、適切な調査・実験方法を用いて、客観的な事実やデータを収集しつつ、自分自身の考察やアイデアなどで、新たな知見を創造、探究し、他者と共有することで、課題解決に貢献すること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡本尚也（2021）「課題研究メソッド」.啓林館.P14
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・論文、紀要を作成する
・統計技術を用いて分析する
・複数の結果から考察やまとめを行う
・調査や実験を計画し、実施する
・有識者から意見をもらう
・研究テーマに対する仮説を立てる


調べ学習
探究活動

　


＊課題研究ペアトーク
　【目的】自分の考えを『伝える』『質問する』（アウトプット）で、アウトプット回数を増やし、考える力を育成する。
【方法】①自分の考えをまとめる。　　　②考えを1分間伝える。　③質問や評価を30秒で。
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　　④役割を交代する。　　　　　　　　＊評価には、『伝え方』についても加える。
３．質問　「なぜ、課題研究を行うのか」
	自分の意見
	ペアの意見

	


	



４．高津高校での課題研究
	高津LC
	課題研究に関する授業。アカデミックスキルやビジネススキルの習得

	創造探究事業
	学校の内容を超えた最先端の学び。普段の触れられない世界について知る機会。



５．高津LC
	1年生
	高津LCⅠ
	・課題研究の素地を育成する
・週1回実施

	2年生
	高津LCⅡ
	・科目別に班編成し、課題研究を実施
・週1回2時間連続授業

	3年生
	高津LCⅢ
	・研究論文を作成
・課外で実施



資料１：LCが育みたいサイエンティフィックスキルズ
①課題研究の意義　②研究倫理　③課題研究のインターネット検索の方法　④文章の読み方
⑤文章作成の基礎　⑥課題研究の流れ　⑦研究手法　⑧研究計画書の作成方法　⑨統計の基礎
⑩調査・研究体験　⑪考察の方法　⑫研究紀要の作成　⑬英文要綱（アブストラクト）の書き方
⑭論文の作成　⑮プレゼンテーションの技法　⑯ポスター発表の方法

【宿題①】各自、LCⅠのClassroomで配付したリンクからGoogleフォームにアクセスし、上記サイエンティフィックスキルズのうちのいくつかをどの程度身につけているか回答しなさい。




１年（　　）組（　　）番　名前（　　　　　　　　　　　　　　　　）

６．先輩の発表＆メッセージ
【宿題②】各自、LCⅠのClassroomで配付したリンクからYouTubeの動画にアクセスし、以下の２種類の動画を閲覧したのち、下の空欄に感じたことを記入しなさい。
	発表を見て
感じたこと
	




	ﾒｯｾｰｼﾞを聞いて
感じたこと
	






７．課題研究基礎（内容や順番は変更することもある）
	期
	回
	テーマ
	回数
	概要

	前期
	1
	ガイダンス
	１
	授業説明、モチベーション

	
	2～4
	議論技術
	３
	1回目：マインドマップ実習
2回目：ブレスト実習、KJ法実習
3回目：発表、ディベート実習

	
	5～7
	プレゼンテーション技術
	３
	1回目：伝える順番を知る
2回目：会話術、実習
3回目：実習

	
	8～10
	レポート作成技術
	３
	1回目：考察方法
2回目：結論の創り方
3回目：レポート作成演習

	
	11～12
	SDGs基礎知識＆研究倫理
	２
	1回目：SDGs講義 
2回目：知識テスト，研究倫理

	後期
	13～16
	調査技術
	４
	調査実習

	
	17～20
	研究活動
	４
	統計データ加工・結果分析

	
	21～24
	論文作成技術
	４
	考察・まとめ・論文骨子作成

	
	25～26
	論文・要旨作成
	２
	論文，要旨執筆

	
	27～28
	課題研究準備
	２
	LCⅡのテーマ設定に向けた学び



８．高津LCⅠ評価
　　下記の３観点（各100点満点）の平均点を学年成績とする。
なお、定期考査は実施しないため、提出物をきちんと出すことが成績のためにとても重要である。
●知識・技能
SDGsノート30点、SDGsテスト20点、探究ノート50点
●思考・判断・表現
議論技術企画書20点、研究論文50点、夏休み中の創造探究事業報告書30点
●主体的に学習に取り組む態度
創造探究事業レポート70点、各課題30点

９．創造探究事業
　　・幅広い知識、読解力、理解力、プレゼンテーション能力などを身につけるために、大学や研究所、企業等に出向き、実際の最先端知識を吸収する事業の総称。
　　・事業参加後は、事業内容等についてのレポートをGoogle Classroomで送付
→ポートフォリオとして記録する。
・１年生は３つ以上、２年生は２つ以上の事業への参加が必須。
宿泊を伴ったり、複数日にわたって実施されるものもあるが、事業の実施期間によらず、原則としてどの事業も「1回の申込で『1回』」とカウントする（一部例外あり）。
・１年生は、夏季休業中に、報告書作成体験のため、1回の参加が必須。
・２年生の課題研究の科目選択の際には、創造探究事業への参加数が多い人の希望を優先する。
[bookmark: _GoBack]・夏～秋頃にかけて、多くの事業が行われており、レポート最終締切の２月頃にはそもそも事業が少ない。先を見越して、計画的に参加しておくこと。
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